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ひ
と
雨
ご
と
に
緑
が
豊
か
に

な
っ
て
い
く
こ
の
時
季
は
、
実

に
さ
わ
や
か
な
心
地
よ
い
季
節

で
す
。

桜
が
終
わ
っ
た
後
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、
ア
ヤ
メ
、
ツ
ツ
ジ
、

ボ
タ
ン
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
バ
ラ

な
ど
、
次
か
ら
次
へ
と
い
ろ
い

ろ
な
花
が
華
を
競
う
よ
う
に
咲

き
続
い
て
い
ま
す
。

西
海
岸
の
松
林
に
も
野
フ
ジ

の
咲
い
て
い
る
の
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
野
鳥
が
ど
こ
か
遠
い

所
か
ら
種
を
運
ん
で
来
た
も
の

で
し
ょ
う
、
厳
し
い
環
境
の
中

で
よ
く
も
ま
あ
育
つ
も
の
だ
と

自
然
の
生
命
の
営
み
の
力
強
さ

に
感
心
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
文
芸
活
動
の
振
興
を

図
る
た
め
に
開
催
す
る
「
に
い

が
た
市
民
文
学
」
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
す
る
の
は
、

小
説
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
、
児
童
文
学
、
随
筆
、
コ
ン

ト
の
８
部
門
で
す
＝
表
＝
。

文
学
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
を

選
び
表
彰
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ら

を
含
め
た
入
選
作
品
は
「
に
い

が
た
市
民
文
学
第
４
号
」
に
掲

載
し
ま
す
。
ま
た
、
目
の
不
自

由
な
人
を
対
象
に
、
入
賞
作
品

の
一
部
は
テ
ー
プ
に
録
音
し
て

貸
し
出
し
ま
す
。

応
募
資
格

本
市
在
住
、
市
に

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
お
よ

び
市
出
身
の
人

応
募
上
の
注
意

①
原
稿
は
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
用

し
、
イ
ン
ク
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
縦
書
き
（
ワ
ー
プ
ロ
の
場

合
は
縦
書
き
で
20
字
×
20
行
）

②
応
募
は
各
部
門
１
人
１
編
と

し
、
部
門
別
に
応
募
要
項
の
応

募
票
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

③
審
査
結
果
を
通
知
す
る
た
め

の
返
信
用
封
筒
（
あ
て
先
を
記

入
し
、
80
円
切
手
を
張
る
）
を

作
品
と
同
封
し
て
く
だ
さ
い

④
応
募
作
品
は
、
自
作
・
未
発

表
の
も
の
で
二
重
投
稿
は
認
め

ま
せ
ん
　

※
同
人
誌
も
含
む
。
違
反
し
た

場
合
は
入
賞
・
入
選
後
で
も
受

賞
を
取
り
消
し
ま
す

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
９
月
30
日

に
東
京
交
響
楽
団
に
よ
る
「
第

13
回
新
潟
定
期
演
奏
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

今
回
は
「
民
族
的
現
代
手
法

の
開
拓
者
」
を
テ
ー
マ
に
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
「
交
響
曲
第
25
番

ト
短
調
」
、
シ
ュ
ー
マ
ン
「
チ

ェ
ロ
協
奏
曲
イ
短
調
」
、
バ
ル

ト
ー
ク
の
難
曲
「
弦
楽
器
、
打

楽
器
と
チ
ェ
レ
ス
タ
の
た
め
の

音
楽
（
通
称
『
弦
チ
ェ
レ
』
）
」

を
演
奏
し
ま
す
。

指
揮
に
は
、
一
昨
年
の
東
響

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
定
期
公
演

で
の
指
揮
が
評
判
を
呼
ん
だ
、

ウ
ィ
ー
ン
出
身
の
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ジ
ー
ク
ハ
ル
ト
さ
ん
が
新

潟
に
初
登
場
。
ま
た
、
ソ
リ
ス

ト
に
、
ハ
ー
ゲ
ン
弦
楽
四
重
奏

団
の
主
軸
と
し
て
活
躍
す
る
、

ク
レ
メ
ン
ス
・
ハ
ー
ゲ
ン
さ
ん

を
迎
え
ま
す
。

な
お
、
当
日
午
後
４
時
半
か

ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
ホ
ワ

イ
エ
で
、
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
専
属

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
吉
田
恵
さ
ん
の

演
奏
に
よ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
オ
ル

ガ
ン
（
移
動
式
の
小
型
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
）
・
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時

９
月
30
日
午
後
５
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
で

は
、
身
近
な
自
然
環
境
を
知

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
６
５
０
０

円
、
Ａ
席
５
５
０
０
円
、
Ｂ
席

４
５
０
０
円
、
Ｃ
席
３
５
０
０

円
、
Ｄ
席
１
５
０
０
円
　
※
６

月
８
日
か
ら
同
館
で
発
売

問
い
合
わ
せ

同
館
チ
ケ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２
４
・

５
５
２
１
）
へ

⑤
応
募
作
品
の
返
却
を
希
望
す

る
人
は
、
返
信
用
封
筒
（
あ
て

先
を
記
入
し
、
必
要
な
切
手
を

張
る
）
を
作
品
と
同
封
し
て
く

だ
さ
い

⑥
入
選
作
品
の
著
作
権
は
１
年

間
、
新
潟
市
に
帰
属
し
ま
す

応
募
要
項
の
配
布
場
所

市
役

所
本
館
・
分
館
案
内
、
黒
埼
支

所
、
公
民
館
、
図
書
館

応
募
先
　
９
月
17
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
〒
９
５
１
・
８

５
５
０
文
化
振
興
課
（
�
内
線

２
１
５
４
）
へ

作
品
集
の
挿
絵
を
募
集

「
に
い
が
た
市
民
文
学
第
４

号
」
の
各
部
門
の
巻
頭
に
掲
載

す
る
挿
絵
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
が
決
ま
っ
た
人
に
は
、

作
品
集
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
し
込
み

９
月
17
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
作
品
の
裏
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
文
化
振
興
課
へ

※
応
募
は
１
人
２
点
以
内
で
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。
作
品
の

サ
イ
ズ
は
Ａ
４
以
内

っ
て
も
ら
お
う

と
、
自
然
観
察
会

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
時
期

を
変
え
て
４
回
に

わ
た
っ
て
北
地
区

の
水
田
や
水
路
を

観
察
し
ま
す
。

日
時

６
月
17
日

午
前
10
時
〜
午
後

２
時
　
※
小
雨
決
行
。
以
降

７
・
９
・
10
月
を
予
定

対
象

小
学
生
以
上
15
人
程

度
（
４
回
す
べ
て
に
参
加
で
き

る
人
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費

４
５
０

円申
し
込
み

６
月

９
日
（
必
着
）
ま

で
に
は
が
き
に
参

加
希
望
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
を

記
入
し
、
西
船
見

町
５
９
３
２
・
４

４
５
、
同
館
（
�
２
２
２
・
７

５
０
０
）
へ
　
※
応
募
多
数
の

場
合
抽
選

Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
（
Ｗ
杯
日
本
組

織
委
員
会
）
と
県
推
進
委
員
会

で
は
、
来
年
の
２
０
０
２
年
Ｗ

杯
サ
ッ
カ
ー
で
、
ス
タ
ジ
ア
ム

内
外
の
案
内
・
誘
導
な
ど
大
会

の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

①
原
則
と
し
て
来

年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上

の
人
（
昭
和
59
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）

②
新
潟
で
開
催
さ
れ
る
試
合

（
来
年
６
月
１
・
３
・
15
日
）

す
べ
て
に
活
動
で
き
る
人

③
試
合
開
催
日
に
、
指
定
さ
れ

命
の
営
み
が
行
わ
れ
て
い
る

姿
を
見
る
の
は
、
何
か
開
放

感
の
よ
う
な
安
ら
ぎ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

太
古
の
昔
か
ら
日
本
列
島

の
自
然
と
共
に
生
き
て
き
た

私
た
ち
の
血
の
中
に
は
、
こ

の
列
島
の
自
然
の
営
み
に
調

和
を
覚
え
る
何
か
が
存
在
し

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。街

の
中
に
よ
り
多
く
の
自

然
を
取
り
戻
し
、
安
ら
ぎ
の

場
を
多
く
し
た
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

た
活
動
場
所
ま
で
集
合
で
き
る

人④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
が
実

施
す
る
研
修
（
３
回
程
度
）
に

す
べ
て
参
加
で
き
る
人

⑤
外
国
語
を
母
国
語
と
す
る
人

は
、
日
本
語
の
日
常
会
話
に
支

障
が
な
く
、
簡
単
な
日
本
語
の

文
章
が
読
解
で
き
る
人

申
し
込
み

６
月
15
日（
必
着
）

ま
で
に
申
込
用
紙
を
専
用
の
封

筒
で
郵
送

申
込
用
紙
の
配
布
場
所

市
役

所
本
館
案
内
、
黒
埼
支
所
、
地

区
事
務
所
、
県
庁
、
Ｗ
杯
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
プ
（
万
代
シ

テ
ィ
バ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階
）

活
動
条
件
・
待
遇
な
ど

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
用
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、
弁
当
ま
た
は
食
券
を
支
給

し
ま
す
。
な
お
、
報
酬
や
交
通

費
の
支
給
、
試
合
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま

た
活
動
中
の
試
合
観
戦
は
で
き

ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

Ｗ
杯
新
潟
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
務
局
（
�
２
８

０
・
５
４
７
４
）
へ

日
時

き
ょ
う
３
日
午
前
11
時
〜
午
後
４
時
半

会
場

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
・
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

内
容

水
道
パ
ネ
ル
展
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
、
水
太
郎
と
タ
イ

ム
レ
ッ
ド
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

�
日
本
海
タ
ワ
ー
無
料
開
放

日
時

き
ょ
う
３
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ

水
道
局
（
�
２
６
６
・
９
３
１
１
）
へ

す
と
、
枯
れ
た
と
思
っ
て
い
た

樹
々
の
こ
ず
え
の
先
に
も
新
芽

が
出
始
め
て
い
る
の
が
見
え
ま

す
し
、
や
が
て
赤
茶
け
て
い
た

葉
に
も
緑
が
戻
っ
て
来
て
い
る

よ
う
に
見
え
始
め
ま
し
た
。

松
林
全
体
に
緑
が
戻
っ
て
来

て
い
る
の
で
す
。

を
し
て
お
り
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
５

月
下
旬
に
な
っ

て
雨
が
降
り
出

川
の
中
に
続
い

て
い
る
石
段
が

４
・
５
段
程
も

透
け
て
見
え
る

ほ
ど
川
水
が
澄

で
き
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
飛

砂
な
ど
に
よ
っ
て
こ
の
層
が
傷

つ
け
ら
れ
る
と
そ
こ
か
ら
塩
分

が
入
り
、
細
胞
が
や
ら
れ
て
赤

褐
色
に
な
っ
て
い
く
も
の
の
よ

う
で
す
。

植
物
の
細
胞
は
、
い
っ
た
ん

壊
れ
る
と
復
元
し
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
枯
れ
た
葉
は
落
ち

た
と
し
て
も
林
全
体
が
緑
に
見

え
る
ほ
ど
、
新
し
い
葉
が
生
い

茂
っ
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

５
月
の
陽
光
と
慈
雨
は
樹
々

の
樹
勢
回
復
に
も
欠
か
せ
な
い

天
の
恵
み
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

信
濃
川
の
や
す
ら
ぎ
堤
の
水

際
の
石
畳
を
歩
い
て
い
る
と
、

枯
死
を
し
た
の
で
は
な
か
っ

た
と
安
心
し
た
り
、
松
の
生
命

力
に
あ
ら
た
め
て
感
心
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

専
門
家
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
松
の
葉
に
は
表
面
に
ク
チ

ク
ラ
層
と
い
う
特
別
の
構
造
が

発
達
し
て
い
て
、
塩
分
の
多
い

潮
風
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に

松
林
と
い
え
ば
、
常
緑
で
あ

る
べ
き
一
帯
の
松
の
枝
々
が
、

３
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
急
速
に
赤

褐
色
に
染
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
毎
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
特
に
今
年
の
状
況
は
ひ

ど
く
、
と
う
と
う
松
く
い
虫
な

ど
に
や
ら
れ
て
一
帯
の
松
林
が

枯
死
し
た
の
か
と
悲
し
い
思
い

ん
で
い
る
日
が
あ
り
ま
す
。
雨

の
具
合
や
日
の
差
し
方
に
よ
っ

て
も
違
う
よ
う
で
す
が
、
小
魚

の
群
れ
が
う
ろ
こ
を
キ
ラ
キ
ラ

と
光
ら
せ
な
が
ら
泳
い
で
い
る

の
が
見
え
ま
す
。

街
の
中
の
生
活
に
お
い
て
、

身
近
な
所
で
こ
れ
ら
野
生
の
生

広報ラジオ　９時です！新潟市です（BSN 毎週土曜9:00～9:03） NICE TOWN にいがた（FM新潟毎週土曜10:55～11:00）、にいがた・シティインフォメーション（FM Port 毎週土曜9:30～9:35）、ほか

児 童 セ ン タ ー
申し込み 当日直接同センターへ
問い合わせ　同センター（�246-7715）
へ　※月曜休館、幼児は保護者同伴
�幼児ルーム　
期日・内容 ６月６日・シャボン玉で遊
ぼう、20日・ふれあい遊び、27日・作
って遊ぼう
時間 午前10時半～11時半
対象　1歳半以上の未就園児と保護者
�赤ちゃんルーム
日時 ６月13日午前10時半～11時半
内容 ふれあい遊び、育児相談
対象　1歳前後の幼児と保護者
�おはなしの部屋（絵本の読み聞かせ）
日時 ６月17日午後2時～3時
対象　幼児・小学生
�折り紙の部屋
日時 ６月24日午後2時～3時
対象　幼児・小学生　参加費　50円

市総合教育センター

初夏の鳥屋野潟公園の植物観察会
日時 ６月12日午後１時半～３時半
集合場所 市産業振興センター前
定員 先着40人
申し込み 同センター植物資料室（�22
8-0698）へ

新潟テルサ 和泉元彌　狂言の世界
日時 ８月12日午後2時開演
チケット S席6，300円　A席5，500円
※同館および主なプレイガイドで発売中
問い合わせ 同館（�281-1888）へ

黒埼地区公民館 わら道具を作ろう
日時 ６月22日～７月13日毎週金曜日午
前９時半～11時半
内容 「ぞうり」と「鍋しき」作り
対象 成人先着15人　参加費 100円
申し込み 同館（�377-3101）へ

エコープラザ サンデーリサイクル
日時 きょう３日午前10時～正午、午
後１時～４時（随時受け付け）
内容 わりばしでゴム鉄砲作り
対象 小学４年生以上
申し込み 直接同プラザへ
問い合わせ 同プラザ（�270-3009）へ

市トレーニングセンター スポーツ健康相談
日時 ６月26日午後６時から
内容 スポーツによるけがや障害などに
ついて　参加費 1,300円
申し込み ６月21日までに同センター
（月曜～金曜日午前９時～午後９時�26
6-8115）へ

石山地区公民館 民謡まつり
日時 ６月10日午後１時～３時半
内容 踊り、唄、三味線の演奏
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�286-5631）へ

ボランティアによる絵本を楽しむ会
テーマ 雨・あめ　対象 幼児以上
申し込み 当日直接会場へ

読　　書　　会
時間 午前10時～正午
申し込み　当日直接会場へ

期日

6/9

6/9・23

会場・問い合わせ
沼垂図書館（�241-4116）
鳥屋野図書館（�285-2372）
坂井輪図書館（�260-3242）

時間
午前11時～同45分
午前10時半

～11時15分

�にいがた市民文学�作品を募集�

 文芸作品発表の舞台に�
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 文芸作品発表の舞台に�
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表

選　者

小　説
高澤正樹

（日本文芸家協会会員）
原稿用紙20枚以上50枚以内
原稿とは別に粗筋（原稿用紙2枚以内）を付ける

詩
鈴木良一
（詩人）

原稿用紙４枚以内

短　歌
塩浦彰

（国際啄木学会新潟支部長）
３首１編とする（新・旧仮名づかいを明記）
題名を付けるかは自由

俳　句
板津堯

（俳人協会評議員）
３句１編とする（新・旧仮名づかいを明記）
題名を付けるかは自由

川　柳
大野風太郎
（川柳作家）

３句１編とする
題名を付けるかは自由

児童文学
堀葉月

（絵本作家）
原稿用紙30枚以内

随　筆
中島欣也
（作家）

原稿用紙10枚以内

コント
若月忠信

（敬和学園大学客員教授）
原稿用紙５枚以内

規　定

問い合わせ テーマ図書会場期日

坂井輪図書館
（�260-3242）

「友情の文学誌」
高橋英夫著
（岩波新書）

「がんばっていきまっ
しょい」敷村良子著
（マガジンハウス）

6・13
坂井輪地区
公民館

同館6・20
沼垂図書館
（�241-4116）


